




ニグ)ＣＩ)はi鹿ｸ)致あるプレイ・ペッ′、
のアルパムグ)''1でオーテ．イオ的にも、も
ちろん吉妊的にも一番定祁のあるも‘力で
録昌=は２４トラック・デジタル・マルチで
1丁ｵｰⅢ血ています。そして雲にジャック・
ルシエーヘのピアノになんとｇトラー，
クも使一』たとり)半で碇,ﾌ〕指の動き〃'〕微妙
なと‘ニろまで再現してくオＬまず。Ｉけ1時に
ヴァン十トン・シーャルボニェ”ベース、ア
ンドレ・アルビノ ”ドラムスとの絶妙な
コンビネーションもお聴きのがしなく。
，[｛奉木や,』iIlあたりのジャズクラブは

ファジョナブルな女性客やカップルでに
ぎわってL、ます．今、ジャズを聴くこと
がトレンテ・ィ、今呵”ＤＡユ'１．ゴルド
Ｃｐも皆様のレコード・ライプラ11-にhI1
えて戴ければ幸いと思います。
尚、本にｐ巾'1作にあた'ﾉ、キングレコ

ード（株)閏Ｉ系苦行位に多大なご協力をい

ただきましたことを厚くお礼申し上げま
す。
今後とも「)ＡＭ会員'乃告様に少しでも

お役にたてるソフトの開発に一層‘ ”努力
を傾ける所ｲ fですので、皆様”ご支媛の
ほど、′Ｉ,ｆし<お願い申し上げます。

● 制 作 に あ た っ て
ＤＡＭ会員の皆様．川頃は弔一‘求畦屯

器をご愛顧いただき蛾にぁト)がとうござ
います。
いよＬ ‘上小幡的なオーティオ・シズ

ンの宝'1水ですがいか力筈お過ごしですか。
にｐが誕號して甲７年、肚はまさにテ‘

ジタル時代、毎ｐ数多くのに１〕が尭篭さ
れ弘たちを楽しませてくれます。
’恩０年代のオーテ"イオはまさにＣＤと共

に歩んで来圭Ｌた。
初剛瞬頃に比べると多極峯彩 ' )ＣＤプ

レーヤーか発表ざオL、そして音質・性能
面の向いま脚ざましいものがあり、テ．ジ
タルサウンド内持ち味を遺憾なく先排し
てくれるようになり、ますます私たちに
斉共を観しみやすくしてくれました。
きたるべき'９０年代はどんなにすばらし

い音をIIl}けてくれるかと‘W,う,と今からrフ
クワクものですね。
さて今回のI_〕ＡＮ１・ＣＤは、そんな'８０

年代昂後を飾玲'二.１.さわし|<どなたにも
楽しんでいただけるジャズ・ピアニスト、
ジャック・ルーシエの､､Ｇ線｜きじｱ〕アリア／
デジタル・プレイ・バツ′ ､〃序お送り致
します。

少

ＤＡＭ推進婆貝会而宝可
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解説：悠雅彦
思Ｌ，がけいうれＬＬ，“う.レイ。′くシ／、鞠，の

嗅沽であ酉． . ､プレイ・バッノ､ ”とは言うまで
もなく、′、ツノ、を演垂するた砿1に生まれてき
たような里、ジャック・ルーシエ（9 3 4年 i ０

月２６日、南仏アンジエ生まれ）に対する廿人
からめ称号であ為が、ルーシエ自身にとって
もこんな名誉ある巽称はほかに求めよう古くな
い二と滝ろう。とはいっても、ニオＬは走るん

正式な称号というわけで蛙ない力《、ルーシェ
が960年、バッハ的作品をインプロヴーィゼイ
ションの棄材に用‘ ‘ -，たｒプレイ・ペッ′、」で
一躍世切反響をよび、カテゴリーの壁を飛び

趣えた新鮮なアイティアとぞれにふさわしい

卓抜な癌垂とによド）、それ以憧たてつづけに
全５巻に及寺『プレイ・バッハ』を世に送り
たして以来、､プレイ・ペッノ、 ”は彼ｍ代名詞
と な って ｰ ま つ た めで あ る ゞ 雨 采 “ プ レ イ。
′ < ツノ、 ” レヒ，えば、人はルシエとそぬ寓襄

スタイルを指すようになった ｡ “ プ レ イ . ′ ぐ ツ
ノ､，，由成功によっ-て、以後こめスタイルをＣ

数年の長きにわたり守り ' 由してきたルーシエ
自身的活重力ぶりも、まさに “ミスター・プレ
イ。 ′ピッノ、 ”というにふさわＬいもめだった
と＝-つ-てよＬ，だみう-
だ が 、 ル シ エ 自 身 が 十 年 日 ' カ ニ - と く ピ

アノ・トリオでバッノ、をインプロヴァイズす
るや '７方に飽きたのか、時代がプレイ・バツ
′、を要求Ｌなくなったからなぴ〕力､、ヨ７４年以

降彼(ヰハツノ、をぶつつ+］と断ってしまった□
７３年秋、当時ライウ・アル／、ムとして発売証

④ れ た ロ ン ド ン の ロ イヤル ・ フ エ ス テ イ ウ アル．

ホルでｍ演奏催まもなく、［ ‘ 二れがバツ ′ ､ め
う . 口 グラムによ為最稜 , ” レコト ･ とＬ，うう .
レイ・バッノ、終焉宣言ともいうへ主発言をし

てＬ，るので、少なくともハッノ、だけのう.口グ
ラムで彼がコンサートやレコーディングをＬ

なくなった二 , とだけは確かであ尋。そ由ルー
シエが附勺０年ゞ界ｒ]に全バッノ、のフ・口グラムて、
それも若い上頁と変わらぬ輝かしいシャープな
タッチで、かつ以前にも増Ｌて芳醇、閻逹な
サウントで甦っプニ ‘〕だから、ルーシエ③ファ
ン [旱とってば 'みな烏ず＝んなうれしいことは
な､、だろう。バッハの1乍品でインブロヴデイ
ズすぁ手法はむみんｲ皮[万袖當|｣によるも[刀では

ないが、それを独自のスタイル [二まで究功、
〃《シ′、の作品を,閨Ｌて即興演奏③喜びとスリ
ルをかくも徹底Ｌて実現しつつけてきた点て、

値がこの直由第人者であぁ二とは垂し，なく、
その竜味てもジャズ・ファンにもクラシック

爪にも熱心な支持者方 <多い二ｍ “ う . レイ・パ
ッ ′ ､ ” ぬ１夏活を苗迎する声は少なくないだろ
うＬ、１也方それとは違った観点かｈ注目をよ
ぶめてはな'､、かと思う。
舎年( I 9 8 5年）は（ ,ソハの生誕300年目に当

た筍。注目を - よぶ最大 “ 理由の｜つが、ここ
に銅器．内外のクラシック音楽家たちが全／ <
シ ′ ､ 由プログラムでコンサートを飾ったり、
大バツ ′、由生誕を祝う３０，年祭が世界各地で
催されてし，ちことは周知の ]閨りであるが、王
はクラシック界埋外でモ ‘、たとえばジャズぴ〕
音呆家たちも負 Iナずにバッノ、めう .口グラムで
７宙垂云を行った｜］、レコドをつくったりＬ
てＬ，るのである ”卑近な例をひ [ナは、山下洋



聿甫、畠禰悠ｊ台と佐蒋允彦的コンビ等によるコ
ン サ ト と も ､ 、 坂 本 龍 、 高 橘 悠 治 、 三 宅 榛
名、遮辺香津美といった異色的理合わせぬ「マ
タイ１９８５その人は何もＬなかった」とか、
レコードの方でも売上頁ジョン・ルイ八めアル
ペムが宮古是自になったばかりだし、故シェリー・
マ ン 的 カ ル テ ッ ト が ハッノ、 ② ヴァ イ オノ ン

協奉曲ホ長言間をジャズ“イディオムを〕由Ｌて
再解報した８０年吹込ｲ乍や、オイケン・キケロ,
卜ノオがオルカ．ン由クルンノくツノ、と共演した
「ジャズ・バレッ′、』等々、喝ょつと指折っただ

けでもかなりの数にのぼる。今年は大／くツノ、
ばかりでなくスカルラッテイとヘンデルも生
言牡300年を迎えているのだが、クラシック界以
外ではバッノ、 [ニ限られているのも．単に大 ′ <
ツハ の 知名度ゆえではなく、特にジャズの場

告／<ツノ、の様式'生がジャズ由万法言甫と通匠Ｌ
あうからたと考えるべきであろう‘，と．”１列が
／、ツノ、を最も正しく表現Ｌているかと訳かれ

ても一概には言えなＬ , 。先に挙げた例でいえ
ば、ぼくにはそれなｉ〕に愉しい、それぞれに
ユニークな特色をもつナ三味末､い深いバッノ、た

った．プレイ・パッノ、とＬ，う点ではと'れも共
通じてＬ，る力雷、アイディアも違えばや、方も
連-弓 ,□そんな中にあってルーシエ釣バッノ、が
最もケレン味なく、Ｌかも快適にスウィング
する。そめ上で／くツノ､の偉大さと面白さをき
ちんと伝える□とＬ，っても、イ皮自身“ノ<シ／、
のポピュラー化ではなＬ，.． ‘というように、高
匿な首をもつ即興音楽とＬて甦ぅたバツ／、と
Ｌかいいようかない、 ’ |前悦唾溢れ愚音楽にな
ってぃ弓のた。ここでもそうたが、原曲を目

号たち、者 n台がいいように勝手にデフオルメ
したり、アト､リブでこまかＬたりはＬなＬ，の
が 、 ルシ エ の や + １ 方 だ 。 ジャズ ② イ ディ オ
ムに由っとった届奏様式墓とオ〕な古くら、テ
マを忠実に提示し、そのあとも／<シ／、のＵＬ，
ナニルティーン{三そって展開してＬ，〈。ただそ
げ ) とき、どこを原鴎として活かし、どめ部分

を即興演奏化すみかというバランスと組み工
て に 、 ル ー シ エ な らで は め 卓 抜 な アイ ディア
や胸めす <ような解決部発揮されるとし、うだ
けめことなめたが、それが実に自然で、スマ
ートーで、しかも魚羊やかときているから、月商〈

方はルーシエ⑱設定や仕掛けに煩わされるこ
となく、まるで変化に富んた車窓を眺めるか
のようなスリル1二酔わされるとし，うわけた。
現在はやりの言葉でいえば、ジャック・ル

ー シ エ は 最 も す ぐ れ た ’ : 栢 円 音 楽 家 》 ぬ 人

という二と仁なろうか。楕円的概念とし，うの
は 、 少 な く と も 音 楽 の う えで は 睾 佳 ん た 署
え方とＬ，え苔かもしれない。というめは、こ
れまで ” 音楽はカテゴ ' ノー単位で独立した、
いわば円の音楽だったからだ曾円には中心点
が つ Ｌ か な い 。 つ ま り 壷 , ろ カ テ ゴ リ ー で ば
ジャズが、別的カテゴ ' ノ ーではクラシックが
中心点とな、、門ぬようにたった１つげ〕中心
点 が カ テ ゴ リ ー を 支 配 す る 三 れ が 音 楽 [ ニ
おける普 ,由の在ﾄ１方だった ,、と三弓が、楕円
には佳点が２つある。音楽にもジャズとクラ

シックとし、うように佳点古：２つあってもＬ，Ｌ，
というきえ方が＝まれた由は、近年になって

異 画 な 音 楽 が 垣 根 豊 超 えて 融 合 し あ う ラ ュ ー
ジョンが時代の波にのって音楽界事 - 賑おせた
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聿圭からＬ，っても、少Ｌも不思議ではなし，と
, 雫 う ° つ ま 刊 、 - - 芳 が 中 心 に な り 、 他 方 ｶ ﾆ
ｵＬ[三従尾するとＬ，うのではなく、両灌点が対

等 に 並 存 [ - あ っ て つ の 世 界 を 形 成 す る の だ ‘
:藍<イ目|にすれば、カテゴリーに堺士‘れてど角
吟力､一方と解ｊ要する必琴はなく、と‘だらをも

対等に | 罰Ｌんでし誤えばいい。たとえばこめ
プレイ。 ′ぎツノ、にＬて唯 ,、クラシックを中心
点にＬ-てグレン・グールドと-辻転Ｌたｒﾉ、ジ
ャズからめみ論じた「 )する二 ‘砦にどれほど由
音味が為ろう力 ､。どちらも対等 , ” 焦点とＬて
聴く力、らこそ、１前ＬいＬ面白い‘”た‘コニーラＬ
た試みは昔からな力 ､っ走北 'けではないＬ、ル
シエ埋前 [ 三 も フ リ ド リ ッ ' 二 ・ グル ダ や ア

ンドレ・ブレウ ' インらがこの概念を奎践して
いたが、それらは時代が要求す苗ものてはな
かった ”だが、今はちｆ 'くう．楕円音楽はある

言味で時代橋神の全壺でも虚』ろ。キースやチ
ッ ク が モ ツ ァ ’ レ ト を や っ た り． そ ‘ ” ど ち ら
に＃』最喜盧成技法を発揮するウイントン・マ
ーサノスのよう嘩異才が現れ、時代を ’ ノート

するという季節を迎えているの - で あ る ” ル ー
シエがプレイ・ベッノ、を再廣試みようとＬプニ
意図も二 ” |軋朝と無関係てはなＬ，し、二うＬ
た時代だからこそルーシエぽ】フ"レイ．′、シ／、

を握えなおす意義もある、といわなければな
らないだろう。これが、ヲ“レイ・バッノ、が注

目を菫めると息わオＬるもう１つの理由だ。

（６８５-１７５０）、作品につし，て簡卑にふれてお
くことにする。
三、Ｇ線上のアリア､ＢｗＶＪ０６８より

管 弦 楽 症 曲 全 ４ 曲 中 て も 第 ２ 番 と 並 んで 最
もポピュラーな筆３番二長盲目の中由１曲＝ジ
ャズ化の領 lも多 ‘，し、バツ／、の作品中でも最
もボップな曲てあ愚 ‘ ￥
望２声のインヴェンション第８番へ長調、
巳ＷＶ７７９
３０曲からなる２声インヴェンションと３声

シンフォニアは、パツノ、が息子や弟子ﾅ呈喝の
た肢に作曲Ｌた教材として知られるが、単な
る教材を超えた盾 ｣意溢れるクラヴィーア作品
であオ ] 、香 r ﾉ 高し , 傑作である - こめ８番は力
ノン手孟に基づいた明吾Ｌ，作品。原曲は分
に満たぬ ' 1 , 品 た方 < 、ルシエは即興演圭てこ
れをふくらませ、／くシ′､の首| , |意と意図を異な
ったアプローチで亜み壷 ‘ [ナてみせる
L3」シチリアーノト短調、ＢＷＶ’１０３１より
８畦あるときれてきたノぐツノ、'刀フルート・

ソナタ舅２番にあたる変赤長調作品の第２楽

章。も -コともこめ1乍品を含め３曲は現在の研
究ではパッノ、山作曲であることが疑問視ざれ
てい弱。シチリアーノは ’７世紀上自シチリアで
起こった舞曲で、 ′ < シ ′ 、 は顎６番ホ長調切第
３睾菫（理 / ､ 短調、蝿）でも用いている
４トッカータとフーガニ短鯛、ＢＷＶ,５６５

ノ<ツノ、が胄年其月に作曲したオルガン曲の傑
作ロブソ '一二やタウジヒら [刀ピアノ用編曲、
ストコフスキーのオケ編曲、また近年はボッ
ヲ , 曲やＣＦにも引用されて広く愛好されるよ

うになっナ三．トッカータを両端に、フーヵ“を

メンバーその他 '刀百羊細はスリーブ要を毒孵
してT酉きたＬ，＝新しいメンノミー〔=よ馬卜ノオ

⑬ だ - 余 白 に ヨ ′ 、 ＞ ・ セ バ ス チ ャン ・ ノ く シ ／ 、



中においた壮壗な展開は、まみでゴシック建
築の梓を見るような迫力で厳占 ･に迫る -
同前曇曲第１番′ ､長調韓ＢＷＶＢ４６
同前奏曲第２番ハ短調､ＢｗＶ８４７
ノ、ンス・フォン・ヒューロをＬてくクヲ

ヴィーア奏者たちの |日約聖書 .、といわし肢た
「＝均律クラヴィーァ曲笙築１巻」か限動cr〕1乍品

群で、ノ、長調は、ちにクノーが二唾 '分罰和音
にげ :せて「アヴェマ｜ノア」を作睦Ｌた前奏曲
ﾉ、短言盾はj散情的で、魅力的だ。

LZ主よ、人の望みの喜びよ、ＢＷＶｉ４７より
教会カンタータ第１４７番「心と日々由おさも

て、主⑱証しとなさん」ぬコラール楽章。卜
長言周、斑拍子で、主旋澤がテノールとソプラ
ノの各声部[こ現れる穗､ゃかで美ＬＬ,作品=

画匝、イタリア協喜曲へ長調、Ｂｗｖ９７１
′、ツノ、方輔ウ‘イウ．アルディ広｣様式手法に倣っ

て、バロック協奏曲の様式で1虫奏クラヴィー
ア の た 釣 に 宮 い た 急 罹 一 急 の ３ 楽 章 作 品 。

第果章はへ長調、ヰイ拍子．第２楽章は二瑁
言周、％拍子 ” アンダンテ。筆３楽章はへ長調
％拍子という構成である -
１１コラール前奏曲第１番 <目ざ坊よと呼ぶ

声あり＞、ＢＷＶ６４５
シュープラー・コラールと呼ばれ居，「６つ

カオルカ " ン・コラール」切箏｜曲・ブゾーニ
ｆくピアノ用に褥曲Ｌナ二心
Ｔ更幻想曲ノ、短調､ＢＷＶ９０６
ノくツノ、はこれに３声のフーガを続くナようと

したが、云完に終わった。ライブッィヒで５３
歳のとき｛二作曲した、円熟味豊かな巨匠性を
もつ ' ｣ ､ 品②無作で、ルーシェは自己の編曲で

過圭２回忌昔した。提示部、展閉部、再現部、
即ちソナタ形式の萌芽がよくわか忌演垂とい
ってよ'-，だろう｡
１３回画ピアノ協毒曲第１番二短調、ＢＷＶ,１０５２

７曲あるくシ ′ ､ め ｜ 台 の ′ 、 - プ シ コドと
弦桑合奏刀たあの協奏曲のＩって、１蝦のヴァ
イオリン協奏曲（現存せぬ）からの編曲作品
と推定されている。披の協奏曲中でも最キ｣唖
好されてＬ，る作品の｜って、イタリア協奏曲
と同じく急一橘-急師３楽章からなる美ＬＬ，

曲だ．第楽章 [ま二短調、雪自拍子。第２楽壹
は卜短調、％拍子一第３楽章は二短調、搦拍

子．庫曲畠-活力、したルーシエcr〕編曲、一体と
なったトリオ窟垂、とも〔こすばらＬい･

（旧ｆｌｆ,年９月Ｉ
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デジタル録音で再スタートした
蝋プレイ・パッノ、〃

高和元彦〔プロデュサー）
フランスのヒアニヌト、ジャック・ルーシ

エが蝋プレイ・バッハ ” というタイトルのア
ルバムを発表したのは、今( I 989年）から２９

年前のことだったハフランスのデッカから９６[
年にベースとドラムスを加えたトリオ編成で
始めてノリースされたときは、ヨーロッパて
かなりのセンセーションを巻き起し、そめ人
気に乗って次々に同シリーズのアルバムが録
音され、ライヴを含鈎て７枚帝|｣作された．し、
く-コかはミノオン・セラにもな＝ ,ている．
しかし、９７０年代の始めにジャック・ルー

シエはこのシリーズα〕制作を止め、メンノ〈
も解剖してしまった-
そして、０余年を経た１９８５年に新しい蝋プ

レー1 ′・ベッハ〃か、ベスとトラムスを亜え
て再登場したのであるゞ
録音は、１９８４年の'２月にロンドン②アトヴ

ィジョン・スタジオにおいて、約１週間かけ
てとられている”プロデューサーはジャック・
ルーシエ自身、エンジニアはジョブ・ヤンク．
である．このＣＤはﾞプレイ・バッハ〃では始
酌てめデジタル録音であるが、まず２４チャン
ネ ル の デ ジ タ ル ・ マ ル チ ・ テ プ レ コ ダ
<ソニーPcM-3324)に同時寅垂でとられたロ
ピアノに対 ,て８トラックが ｲ宙われたとのこ
とで、通常の倍以上的トラックになっている
こ と ば 、 い か に ジャ ッ ク ールシ エ ② ピ アノ
②ｷ冑ｳ小なバランスに壺点寺おかれプデかがわか

る『
こ の マル チ ・ テ プ か ら め ミ ッ ク ス ・ ダ ウ

ンには､ノニのＰｃＭｌ６１０（２チャンネル）

の シス テム に よ っ て、 テ ジ タル の マ ス タ ・
テプが作られてし、る。

楽器②定位（位置）は、三つの呆器がすべ
て中央に同車由になっている。ベースは真ん中
にタイトに定位Ｌ,ており、トーラムスはやや左
右に拡がってＬ，る ｡そしてピアノの音場は左
右いつぱいにさらに拡大されている。遠近感
としては、ドラムヌが - 番 遠く、ベースはそ
れより前にあるが、ピアノはもっとも近くに
聴 か れ る - 三 的 バ ラ ンス は 、 - 船 の ジ ャズ の
ピアノ・トリオ録音が、左右と中央というい
わゆる３点定位で遠近感もほほ同じといＴの
と は か な り 産 って いて ユ ニク で あ る ｡
＝の定位とバランスによって、ステレオ音

場としての充圭威が得られている ‘ユ
デジタル時 1 ｣ E の ニュ．プレイ・バッハ ”

の メ ンバーであるベース②ヴァンサン，シャ
ルホニエは、２７才でバリ音楽院出ぬクラシッ
ク奏者だが、ジャズのプレイヤーとしてぬ経
騨もある “基礎があるだけに音程やリズムカ〈
し -うかりしており、このトリオでの鞍は最適
と思点鴇。トラムス<刀アンドし〆・アルビノは
5 6才のフランスのベテラン奏者で、特にそめ

絶妙なドラミングは目覚しいものがある。こ
め元人に支えられて、リーダーのジャック・
ルシ ェ の プ レ イ ぱ ま す ま す 冴 え 、 そ の 新 | ，

し ､ 感 覚 のアトリブとスピド感は、明らかに
旧作を凌ぐ名潤を展開している金
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lllhavespentmostofmylifestudyingandadmiringtheworksof｣ohannesSebastianBach;-

Forme,thegreatestcomposerwhoeverlived.Hismusicappealedtomemorethananyother
composerbecauseofitsstructure,fulnessandcreativeness.
DuringBach'seraitwasquiteusualforcomposerstoimproviseonothercomposers'works.
Whenlhadtheideaof{PlayBach',itwasreallytocarryonthistradition.

InadditiontoclassicalmusicIwas,fromanearlyage,alsointerestedinothermusic:
TheModern｣azzquartetforinstance.
｣ohnLewis,itsleadingmusician,taughtmetherewasanotherformofinterpretation.
Hismusicalarrangementswerearevalationtome.

lamatwentiethcenturycomposer,whowantedtotakethemusicofBach,
whichformealreadyswung,andtopiayitinthespiritofthetwentiethcentury.
lnthistercentennialofhisbirthlsalute」ohannesSebastianBach.,,

｣acquesLoussier
｣anuaryl985.
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